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mmen〔撚こdom’gn〕；Ieerdomme〔玉電dつm’e），　visdommen〔vi：sd3men）；visdomme〔v圭：sd3m’g〕，
§70．現行正字法は，既述のように，音量を忠実に表わしていないことがある（cf．§61　ff．）．し
たがって，発音通りに書くと正字法上の誤りを犯かすという可能牲がある。以下では，この点に
ついてみてゆく。
§71．　〔6〕の前では，母音が短音化する傾向が普通の口語に認められる。これが原因となっ
て，鄭綴すべき所を重綴する誤綴法がみられる。
Exx．　　　　　〔誤〕betydder；〔正二〕　betyder〔bety：，6er｝，　keddel；1〈edel〔ke6　（b）1〕，　ledder；leder
　〔le：6e乙〕，　lidder；1三der　〔王i：6∂三⊇，　reddet；redet〔re（：）6ed〕，　rldde；　ride　〔ri〈：＞6a〕，　skydder；sky－
der　〔sgy：’6er，　dagl．　sgyδ’er〕，　treedde；treede　〔trεe：60〕．
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breedder，　sl〈reedderでは，アクセントのある幹母音が現在では完全に短音化しているので，
1955年の正字法改正まで正字形として認められていたbreeder，　skrecderは，今日では誤りとさ
れている（発音は，それぞれ（bra6er〕〔sgra6er〕である）。
§72．他の誤綴法は，一層の短母音化ないしは音量の不安定を示している。
Exx．　　　　〔誤〕biddende；〔正〕bidende〔bi：’6ene〕，　blcddet；blcdet〔blo：’6ed〕，　faddet；fa（玉et
　〔fa：’6ed〕，　grydde；gry（le　〔gry：6e〕，　gudderne；guderne　〔gu：60rne〕，　indivlddet；圭ndividet　〔endi－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
vi：’6ed〕，　kφddet；kφdet〔kφ6ed〕，　modden；moden　〔mo：’6（e）n〕，　mφdder；mφder〔mφ：601），
nφdding；且φdig　〔nφ：6i〕，　sidde；s三de　〔si：6e〕，εedde；eede　〔ee：6e），　ilddeieegge；φdelεegge　〔φ：6eleege〕．
　　上と反対の誤綴例も少なくない。
Exx．　　　　〔誤）besidelse；　〔正〕　besidde｝se　〔bes≦：δ’e｝se〕，　ξφder；fφd（玉er〔fφ6’ar〕，　heder；hedder
　〔heδ’er〕，　redede；reddede　〔re：’δe60〕，　ryde；rydde　〔ryδe），　rφder；rφdder　〔rφ6’a三〕．
§73．1の前で母音が短音化する傾向も，普通の口語に認められる。これが原因となる誤綴法
は，以下の通りである。
Exx．　　　〔誤〕betalle；⊂正〕betale〔bet6：’le〕，　famillie；familie〔fami’lie，｛amil’je〕，　gullerφdder；
gulerφdderこgu：larφ’6er〕，　killo；kilo　〔ki（：）lo〕，　stja猛et；stjalet〔sdja：le6，　sdjole6〕，　saller；　saler
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
〔sa：ler．　soier〕．
　　　　　　翰　　　　　　　　　　　＿
§74．nの前の母音も，一般の口語では，短母音化する傾向がある。これは，以下のような誤綴
法の原因になっている。
EXX・　　　　〔誤〕jannUar；〔正〕janUar　CjanUa：’r，　j6nUa：’r），薮nnie；lin三e　〔li：nie，　li（：）nje），　SynneS；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
SyneS　〔Sy：neS，　Syn（a）S，　dagl．　SynS〕，　tjenner；tjener　〔t∫3e（：）ner〕．
§75．rの前の母音が，一般の口語で短母音化する場合，発音と正字法の一致しないのがみられ
る。
Exx．　　　　　〔誤〕derres；〔正〕deres〔dee：きas，　da三〇s〕，　f6rre（lrag；foredrag〔fkLredra：’q〕，　forreg－
aende；　foregaende　　〔faLrega：’ene〕，　∫erres；　jeres　〔ja三les〕’　kaerreste；　keereste　〔ka三asde　dagl・
karsde〕，　vorres；vores　〔va（：）ros，　dagl．　v3res〕，　vεerrelse；vaerelse　〔vee：relso〕，　eerrinde；　eerinde
　　轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
〔ee（：）τana，　arene〕．
　　上例の場合以外には，音量が変化しがちであったり，rの母音的牲質のため，長短いずれかに
ついて不確かであったりすることに原因する誤綴法がある。
Exx。〔誤〕　　　　　barre；〔正〕bare〔ba：re〕，　borrede；bcrede〔bc：re6e〕，　barret；baret〔ba：re6），
（玉φrre；dφre　〔d6：’re〕，　erfarring　〔arf6：’reg〕，　farre；fare〔fa：re〕，　forarret；feraret　〔for毒：’re6〕，　fyrr；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
fyre　　〔fy：ro〕，　fφrrer；　fφrer　〔fil：rer〕，　farrene；　圭arene　〔fa：’rene〕，　harre；　hare　〔ha：r∂〕，　heerren；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
heeren　　〔hee：’ran〕，　Ieerre；　leere　〔lee：re〕，　neerring；　neering　〔nee：reg〕，　skarre；　skare　〔：sga：re），
Sparre；Spare〔Sba：ra〕，　SVarre；SVare〔SVa：ra〕．
　　上と反対の誤りが，特徴といえる程にkφbenhavnskに著しく認められる。
Exx．　　　〔誤3　desveere；〔正）desveerre〔（圭esvara，　dacs－），，　forstyre；forstyrre（f3rsdyr’a〕，　here；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剛
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herre〔h2ra，　ha二），　smφret；srnllrret〔smφr’eδ〕，　tφre；tφrre〔tφra〕，　snure；snurre〔snore〕，　spacre；
spcerre〔sbare），　sti・e；stirre〔sdire〕，　stφ・e；stφrre〔sdφr∂〕，　veere；veerre〔va・・〕．
§76．Kφbenhavnsk色の濃いrigsdanskでは，　sの前の中間閉母音i，　y，　uが短億音化される
傾向があり，これに原因する誤綴法がコペンハーゲンの学童に認められる。
Exx・　　〔誤〕f・ysse・；〔正〕f・y・e・〔f・y・’・e乙），　issen；isen〔1・’sen），　lyssen・；ly・ene〔ly・’sen・〕，
mussehul；musehul〔mus・ho1〕，　prisseme；P・iserne〔pri・’serne〕，　snussede；snusede〔snu：’se6e〕，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔
Sp三sse；SplSe〔sb呈：se〕．　　　　　　’
　稀にではあるが，他の愚音でも同様の誤綴法がみられる。
Exx．　　　　　　〔’誤〕　b1εesser；〔正〕　bieeser　〔b1εe：’s∂r〕，　leesse；｝eese　〔lee：se〕．
§77．デンマーク語本来語では，b；p，　d；t，　g；kの前に通常短母音が認められるため，場合によっ
ては，長母音の後にもかかわらず，これらの子音が重綴されることも珍しくない。
Exx．　　　　　〔誤〕　videt；　〔正〕　v三ddet　〔vi：’6ed〕，　sjete；sjette　〔∫ee；de），　ote；otte　〔a：de〕，　veegen；
Veeggen　〔Vee：’gen），　eegene；aeggene　〔aC：gOne〕．
　借用語中，正掌法をデンマーク語化せずに，単子音の前で短母音が一般となっている語があ
る。これと上例とを混同することがある。
Exx．　　　〔誤〕kllkke；〔正〕klike〔kllge〕（＜fr．　clique），　mytte；myte〔myde〕（＜lat．
mythus），　rypPe；rype　〔ryba〕　（＜no．　rype），　typPe；type　〔tybe〕　（〈lat．　typus）．
§78．発音上はひとつの単位ではあるが，正字法は母音＋」（i），母音＋v（u），母音＋子音（特に
g）のいずれかで表わされる二重母音がある。さらに“上品な“発音では母音÷子音に，一般の
口語や崩れた発音では二重母音に発音される傾向のある一母音÷子音のグループがある。これから
各種の誤綴法が生ずることは明らかで，以下では二重・母音について調べてゆく。
§79．　〔ai〕は，　aj，　ej，　eg，三gで表記される。　ajは，　haj〔hai’〕，　maj（mai’〕などにみられる
が，これをejとする少数の誤綴例がみられる。
Ex．　　　〔誤〕mejs；〔正〕majs〔mal’s〕。
　ejはej〔ai’〕，　dej〔dai’〕，　fej〔fai’〕，　nej〔nai’〕，　sej〔sai’），　vej〔vai’），などに用いられ，1955
年までは，deJ9，　fejg，　sejgの形も正字形として認められていた。
　vejr〔VEe：’r〕の一ej－　（ae：〕は，児童に綴法の不確かなのが認められ，　ver，　veerのような誤りが
　　　　　　　幽
みられる。
　egは，　lege〔laie〕，　steg〔sdai’〕などに使われるが，　ejとの区男ljは容易でなく，両者の混岡に
よる誤綴法が広くみられる。
Exx．　　　　　〔誤⊃blej；〔正〕　bleg〔blai’〕，　ejn；egn　〔ai’R），　hejn；hegn　〔二hai’n〕，　leje；lege　〔1aie），
Omejn；　Omegn　〔3ma圭’n），　rejne；　regne　〔ra三ne〕，　skrej；Skreg〔Sgrai’），　tejne；　tegne　〔taine〕，
deglig；dejllg〔da患），　drege；dreje〔draia），　egendom；ejendom〔alendom’），　fege；fe　je⊂faie〕，
leglighed；　lej韮ighed　〔la三lihe：’6），　neg；　nej〔naY），　plege；ple三e　〔plaie），　vegen；　vejen　〔vai’en〕，
regse；rejse〔ralse〕．
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　m玉g，dig，　sigでは，4gが〔ai〕を表わす。これをmeg，　deg，　segとする誤りは，上例から窺．
える。
　seksten〔sa圭sd（e）n〕の一ek一は，全く異常な発音で，これをsegsten，　sejstenとする誤綴偶
が広くみられる。
§80．〔au〕は，デンマーク語本来語ではavで表わされるのが普通であって，　auではない。
この両形の混同によって，以下のような誤綴法がうまれる。
Exx．　　〔誤〕forbauset；〔正〕forbavset〔f3rbau’se6〕，　hau；hav〔hau〕，　rau；rav〔rau〕，　taus；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
taVS〔tau’S〕．
　　借用語中，明らかに外来のものであることのわかる語では，auが正字法とされている。
Exx．　august〔3ug6sd，　au－〕　（〈lat．　augustus），bautasten　〔bautasde：’n〕（〈oldn．　bauta（r）steinn）．
klabautermand〔klab6uderman’，一・baudar－〕（くty．　Klabautermann），　maurer〔mou’rer，　mau’一〕
（＜lat．　maurus），　pause〔pousa，　paus∂〕（くlat．　pausa）．もっとも，　avgust，　pavseなどのよ
うにavが使われることも稀ではない。
　　〔au〕は〔ou〕に．転音することがあり，　Hovse〔fiouse〕，　smovse（e）〔smoi’　s，　smouse〕，　sovs
〔sっu’s〕などでは，ovが正字法である。しかし，　flause，　smaus（e）の形を使う人も少なくない。
　　人名で，au；ou；ovのいずれにも統一できないものがある。　Ex．　　Pau1；Pou1；Pov1〔p3ul〕．
　　接頭辞af一は，〔au〕の表記法としては例外的なものである。この例外は，子供では無意識
に，成人ではOtto　Jespersenの例1こ倣って，　av一とするのがみられる。ここでは，　af一をau－．
av一とする誤綴法が起る。（cf．　Otto　Jespersen：Modersmalets　Fon，tik，　passim．）
Exx．　　　　　〔誤〕　avstand，　austand；〔二正〕　afstand　〔ausdan’〕，　avgφre，　augφre；afgφre　〔aug6：・re〕．’
Kφbenhavnsk及び崩れた発音では，　agが〔au〕に似た発音となるため，次のような誤綴法が認
められる。
Exx・　　　　　　こ謬1ミ〕　davlig；〔正〕　daglig　〔da（：）qli．〕，　draver；drager　〔二dra：qoJ〕，　hav王；hagl〔haq’1〕，
mavre；magre〔ma、（：）qre〕，　savn；sagn〔saq’n〕，　slav；slag〔sla：’q，　slaq〕，　forbagset；forbavset
　〔f〔｝LrbaU’Se6〕，烈agn難9；naVnlig　〔naUnli〕，　Sagne；EaVne　〔SaUne〕，　tagle；taVle　〔taU’le〕・
§81．、　〔eu〕は，　grev〔greu），　rev〔reu’〕，　Herlev〔hee：leu〕などにみられるように，　evで表
わされる。しかし，peber〔peue蝉のように，　ebで表わされる語もある。この両者の混醐は次
のような誤綴法を招いている。
Exx．　　　　〔誤〕　dreb；〔正〕　（lrev　〔dreu，　dre：’▽〕，　grev；greb　〔gre：，b，　greu，　vulg．　gre：tv〕，　pever；
peber　〔peUer〕。
　借用語Europa∈6ur6：pa〕，　farmaceut〔f旺mas6u’d〕などでは，正字法euの他に，　evの綴り
も広くみられれる；EvrOpa．，　farmacevt．
§82、　〔iu〕は，　ivrig〔iuri〕，’liviig〔liuli，　iivli〕，　tvivle〔tviu王a〕などでは，　ivで表わされる。
しかしながら，一般の崩れた発鷺ではlbもこの二重母欝に発音されることがあるため，次のよ
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うな混同が趨る。　　　　　　　　　　’
Exx．　〔誤〕pive；〔正〕p三be〔pi：ba，　dagl．　pi：ve，　piue〕，　striver；striber〔sdri：ber，　dagl．　sdri：ver），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
knib；kniv〔kn三：’V，　dial．　kniu’〕．　　　　　　　”　　　　　　　　　・　　一．
　　ig；iv間の不安定も認められる。　’　　　　　　tt
Exx・　　　〔誤〕igrig；〔正〕ivrig〔iuri〕，　ligli9；1ivlig〔liuli，　livli〕．
§83．〔3三〕は，φ」（exx．　bφle〔boie〕，　llij〔iっi’），　nφje〔n」ie））及びφ9（exx．1φ9〔bi’〕，　Iilgn
Cloi’n），　rφg〔roi’〕）で表わされる。この両形の混同が広くみられる。
Exx・　〔誤〕nφ」1・；〔D　nφ91・〔n・ile〕，　Rltjn・；nφgn・〔n・ine，　nφ（：）qn・），・φj；・φ9〔rっi’〕，　st・lij；
strφ9　〔sdroi’〕，　bφge；bφje　〔b〔）ie），　fφgede；fφjede　〔foie6e〕，　nφgagtig；nφjagtig　〔noi6gdi〕，　nφges；
nφjes　〔noies〕，　piilge；plφje　〔pl〔）ie〕，　stφ9；stφj　〔sd〔）1’〕．
§84．　〔ou）は，10v〔lou〕，　plov〔P｝3u’〕，　skov〔sgou’〕，　sQv〔sou’〕などのように，　ovで表記
される。また09も，ag〔au〕の階層（cf．§80）では〔3u〕と発音されることがあり，次のような
誤綴法の原因になっている。
Exx・　　　〔言呉〕boven；〔正〕　bogen　〔ba：’qon〕，　endov；endog〔enoq，εen－〕，　kove；koge　（ka：qo〕，
sovn；sogn　〔soq’n，　sou，n〕，　dogen；doven　（d3uen〕，　圭og；10v　〔13u〕，　plogen；　Ploven　〔pi3u，en〕．
　　この二．蚕母音には，以下のような誤綴法もある。
Exx・　　　　〔言呉〕bro厳e；〔正〕brovte〔br3ude：〕，　stout；stovt〔sd3u’d〕．
§85．〔∂eu〕は，　eev（exx．　bae・re〔bacure〕，　k∂evl〔keeu’i〕，　st∂evne〔sdeeune〕），　ev（exx．　levne
〔leeune〕，　revne〔racune〕）及びeb（b）（exx．　knebber〔knee　u’er），　knebre〔knaeure））で表わされ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
る。
§86．　〔φu）i，〔6u〕は，　sφvnig〔sduni〕，φvrig〔φuri〕などにみられる。個人的に，　kφbe〔kφ：bo〕，
「φ9e「〔「φ：qe「），　dφv〔dφ：’v〕，　prφve〔prφ：v∂），　rφveri〔rφ（：）vori：’〕などにも，この・母音が認めら
れる。
Exx．　　　　　〔謬£！bφver；〔錐三〕　bφger　〔bφ：’qer〕，　kφve；kφbe　〔kφ：be），1φbet；　1φvet　〔iφ：ve6〕，　prφbe；
prφve　〔prφ：ve〕，　dφ9；　dφv　〔dφ：’v〕，　sφgn；sφvn　〔s6u’n），　sφgn玉9；　sφvnlg〔s6un量〕，　vrφgl；　vrφvl
　〔vrδU，1〕，φgr至9；φvrig　〔φuri〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　巫．正字法の欠陥に原固する誤綴法。
§87．デンマ～ク語の翼行正字法は，長年の発展の結果できたものである。しかし，ノルド語中
にあって，その発音が古ノルド語（oldnordisl｛；Altn◎rdisch：Old　Norse）からもっとも変化し
ているにもかかわらず，正字法は大体において，本来語は歴史的原劉を，借用語は原語の綴法の
採用を建前としているので，過表約2百年間に大きな変革を見ていない。したがって，現行正字
法は現在の発音とはかなり不一致なものであり，多くの黙字や，同一音．が一種以上に綴られる現
象がみられる。以下においては，その中の主な特徴をみてゆく。
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§88．〔d〕は，語頭あるいは語頭にある子音の後にくる場合以外は，次のように書かれる。
a）d．
　　母音の後：hφvding〔h6udeD，　hφudeg〕，　kateder〔kat6：’der〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　子音の後：bande〔bande〕，　bold⊂b，　1，d〕，　burde〔borde，　bo：ro〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨
　　母音が前にあって，かつこの子音が語末音である語は，本来語ではなく，Maud　Cm狙〕（＜
eng．），　plaid〔plac；’d〕（〈eng．）のような借用語にみられるだけである。
b）dd．
　　bredde〔bre：’de〕，　vidde〔vi：’do〕，　Didde〔di：’de），　Gudde〔gu：’de〕．
c）dt．
　　midte　〔med∂〕，　faldt〔faPd〕，　fandt〔fan’d〕，　fedt〔fed），　hvidt〔v圭d〕．
d）t．
　　alt〔a1’d〕，　draebte〔dr5bdo〕，　hofte〔hofda〕，　miste〔mesde〕，　smerte〔smarde〕．
e）tt．
　　hitte　〔hido〕，　natten　〔二naden〕，　otte　〔a：d∂〕，　sjette　〔∫e：de〕，　Jette　〔jεe：de）．
　　b），c）は，活用形，派生形にだけみられる表記である。これら各種の表記法は，無数の誤綴
法の原因となる。
不必要なdを附加する誤綴法。
Exx。　　〔誤〕blodt；〔正〕biot〔bl3d〕，　endten；enten〔eend（e）n〕，　fadt；fat〔fad〕，’fφrdt；fφr乞
〔fφ：’Ld〕，　hendte；hente　（heende〕・、hjordten；hjorteR　〔jつLden〕，　midt；mit〔mid〕・nedt；net〔n‘℃d〕・
pl。dt；pl・t〔pl・・d），・adt；・at〔・・d〕，、k。dt；、k。t〔，g。，・δ），。。。dt。；。，nt。〔。、，。d。），、adt，；忌、tt。
〔sade〕，　hjerdte；hjerte　〔jar（le〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
必要なdを落す誤綴法。
Exx．　　　　〔誤〕　bekent；〔正〕　bekendt〔bek寵n’d〕，　brete；bredte　〔bre：de〕，　brut；brudt〔brud〕，
｛antes；fand亡es　〔fan，des〕，　fφと；f¢dt　Cfli：，d〕，　go亡；gc（玉t（gJd〕，　hv三t；hvi（呈t（vid〕，　hart；herdt〔h－
ord〕，　krit；kridt〔krid〕，　sente；sendte〔seen’do〕，　spret；spredt〔sbre：’d〕，　vente；veRdte〔二veen’de〕．
t，ttをd，　ddとする誤綴法。
Exx．　〔誤〕dracbde；〔正〕dreebte〔dra’　bde〕，　idenditet；identitet〔lda∋ntit6：’d〕，　knydte；knytte
〔knφde〕，　ledte；lette〔leede〕．
　　hest〔hacsd〕，　mest〔me：’sd，　mesd〕のように，　sの後にくるtに関する誤綴法は認められな
い。
§89．〔1〕，〔n〕，〔g〕，〔r〕の後の〔d）について，次のような誤綴法がみられる。
Ex・・　　〔誤〕f・r・・lt・e；〔m〕f・…ld・e　（f・：abid・・〕，・ekunt・r；・ekund・・〔・ek6n’d・L〕，　meengt・；
meengde〔meeg’de〕，　f麓rtig；feerdig〔fardi〕．
§90．〔Pd〕は以下のように表記される。
a）　1d；　bold　〔bっrd｝．
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b）　It：a圭む〔　〔a1，d〕，　bolt〔do1，d），　sk護t　〔sgel，d），　stolt〔sdol’d），　talt〔tal’d〕．
c）　1dt：fald亡［：faPd〕，1〈eld亡〔kol’d〕，　meld亡〔maei’d〕．
d）　lgt：fulgt〔ful’d〕，　selgt〔so三’d），　valgt〔vai’d〕．
e）　lvt：halvt〔hal’d〕．
　以上の各種の表記法を混同する誤綴法が，広く認められる。
Exx．　　　　〔誤〕　solde；　〔正〕　solgte　〔so至de），　halt；halvt〔haPd〕，　haldt；halvt〔ha1’d），　beskyltes；
beskyldtes　〔1）esgyP（les〕，　melt；meldt〔meel’d〕，　aldt；alt〔al’d〕，　skildt；skilt〔sgel’d：〕，　bcldt；bGld
　〔bol’d〕，　fulgt；fuldt　〔fuPd〕，　valdte；valgte　〔二valde〕．
§91．ラテン語からの借用語中，特（・C－ant，－entに終る語が，－and，－endに終る名詞と混岡され
ることが少なくない。－ant，－entは，ラテン語の能動態現在分詞（partlciplum）で，相当する動
綱が表わす動作の行為者，「何々する人」を意味する。Exx．　debutant〔debytan’d〕，　dominant
　〔dom三nAn’d〕，　ignorant　〔ignor6n’d〕，　trafikant　〔trafik益n’d），　docent　〔dcs飽n’d〕，　ekspe（玉ient
〔eegsbediden’d〕，　rekonvalescent〔rekoRva星e謡n’d〕，　subskribgnt〔Subsgribden’d〕・一方，－and，
－endは，ラテン語の受動態未来分詞（gerundivus）で，相滋する動詞餌表わす行為を受ける者，
「何々される人」を意味する。Exx．　doktorand〔dogdGran’d⊃，　eksaminand〔aegsam三nan’d），
konflrmand（1〈onfirm6n’d〕，　praeparand〔preepar6n’d），　dim呈ttend〔dlmitabn’d〕，　dividend〔divi．
　　　　　　　　　　　　＿
d詮無’d〕，manuducend〔manud纂s伽’d〕．
§92．Rigsdanskでhは」，　vの前では黙音であるが，綴りとしては残っている。しかしjyskにあ
っては，このhは現在でも発音される。この点で，現行正字法はjyskに基づいているように
みえるが，これは当を得てない。Jyskでは今でも〔glame〕，〔gj6re）と発音されているにもか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
かわらず，すでに1888年の正字法でこの〔1〕は綴法から廃されて，gerne，　gφreが正字法とされ
今日に到っている。またh一形が廃止されない理由としては，hのない語形は我々の眼に映る形
を非常に変え，この語の変形は少なくとも過度期にあっては，現行正字法に慣れている者に囲難
を与えることになるだろう。　しかしながら，jyskを鐵常語とする子供以外にとっては，発音に
忠実な綴法がはるかに簡単であることは否定できない。このことは，以下の誤綴法によって脊定
されよう。
Exx．　　〔誤〕jalp；〔正〕hjalp　〔jaYb〕，　jerne；hjerne（ltilne），　jerte；hjerte〔迦da〕，　jul；hjul
　〔ju：’1〕，　ijel；ihjeI〔ijdel〕，　hjer；jer　G電）・　hjord；　jord　〔jc：Lr〕・hjysk；　jysk　〔jysg〕　hjeevn；jeevn
〔jeeu’n〕．
hv－：　　〔誤〕vad；〔正）hvad〔va（6）〕，　vede；hvede〔ve：δa〕，　vem；hvem〔veem’），　vld；hvld
　〔v三：’6〕，vile；hv圭le　〔v三：le），　hvalgte；valde　〔val（le〕，　hved；ved　〔ve（6）〕，　hvejr；vejr〔vee：r〕，　hvidt；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋，
　vidt　．〔vid〕，　hvistnok；　v五stn◎k　〔ves（d）n39），　a圭hver；　alvcr　〔alvk（：’）r）i’三en　hv三s　grad；ien
V量S　grad　〔i　On　VeS　gra：，6〕｝．
§93．（1〕は，次の3表記法によって表わされる。’　　　い
a）　1：hul〔hol’），　hule　　〔hu：le⊃．
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b）　ll：bi蕪e　〔bilo〕，　galle　　〔gal∂〕，　hyller　〔hyler〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
c）　Id：kald　〔kal’〕，　kold　〔k〔）1’〕．
Exx．
1；ld．　　　　〔誤〕　he玉；〔正〕　he1（玉　〔hacl’〕，　stal；sta1d　〔sdal’〕，volsom；　voldsom　〔v〔）王somぐ）〕，　eelsLe；
eelds：e　〔eePsde〕，　a圭d；ai〔al’〕，　aldt三d；altid　〔a1’ti：’6〕，　he玉dst；helst〔h、x）1’sd〕，　koldblitte；kolbφtte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ
　〔kっlbφde〕，　in（lspildninger；indspilninger　〔ensbe｝’nep∂r〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋
1｝；Id．　　〔誤〕aller；〔正〕alder〔al’gr〕，　beholle；beholde〔beh5Ye〕，　faller；falder〔fal’er〕，　fyller；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
fylder　〔fy玉er〕，　haeller；　hae王der　〔heel’er〕，　adskilde；　adskille　〔a6sgel’e〕，　a｝derbedst；　allerbe（玉st
　　　　　　　　　　轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
〔alerbeesd〕．
　　　　順
§94．（n〕の表記法は，以下の3通りである。
a）n：ane〔a：ne〕，　kan〔kan’〕，　ven〔veen〕．
b）nn：danner〔daner〕，　kunne〔kune〕，　venne〔veeno〕。
　　　　　　　　　　　　　　　　　－
c）nd：land〔ian’），　vand〔van’〕，　vende〔vacne〕．
　　以下の誤綴法は，もっとも一般的なもので，nd＋子音の語に多くみられる。
Exx。　　　〔言呉〕　fφre皿；〔1正二〕fφrend　〔fa（：’）ren〕，　grun；grund　〔gron’〕，　han王e；handle　〔hanle〕，　hun；
hund〔hun’〕，　indele；inddele〔ende：’lo〕，　infiltret；indfiltret〔enfil’dro6〕，　intil；三ndtilこen’tel〕，．
invortes；indvortes　〔envつrdgs〕，　kunskaber；　kundskaber　〔1〈onsga：，ヒor〕，　on；　on（玉　こon，〕，　tyn；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葡
tynd　〔tφn’〕，　usansynlig；usandsynlig　〔usansY：’nli〕，　andgaende；angaende　〔angh：’ene），　an（玉玉e－
dn圭ng；anledning　〔anle；’6neD〕，　grandtree；granこree　〔grantrae：っ，　heRd；hen　〔he：，n），　h呈ndandeR；
hinanden〔hin6n（g）n〕，　ka員d；kan〔kan’〕，　kund；kul1〔kon），玉und；｝un〔lu：’h），　mon（玉；mon
　〔mon〕，　sk至ndsyge；　skinsyge　〔sgensy：（q）e〕，　vend；ven　〔veen〕，　vendlig；venl玉9　〔va∋nli〕．
§95．借用語の接頭辞in－〔6n－〕は，本来語の接頭辞ind－〔6n－）と混岡されることがある。
Exx．　　　〔二言呉〕　inddirekte；〔正〕　indirel｛te　〔endiragde），　indstllere；installere　〔ensdal6：’re〕，三nd＿
valid；invalid〔envali：’6〕，　indkasso；三nkasso〔enk6so3，　indkassation；inkassation　〔enkaSa∫6：’n〕，
indkorp・rere；inkorporere〔enkorpor6：’ra〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍
§96．nn；nは，　nn；ndの誤綴法よりもはるかに少ない。
Exx．　　　〔誤〕annerkende；〔正〕anerkende〔：anerkaen’e〕，blanne；blan（玉e〔b王ane〕，　brφrme嶽；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
brφnde鷺　〔br6n’en〕，　henRe；hende〔hene〕，　hunneR；hunden　〔hun’en），　lastnet；landet〔1an’e6〕，
venner；vender　〔veener〕，　annede；andede　〔one6a〕，　grφn（玉e；grφnne　〔gr6ne），　handen；hannen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
〔han’（g）n〕，　hende；henne　Chceno〕，　hunden；hunnen　〔hun’（e）n〕，　kaffebφnderRe；kaffeもφnnerne
　〔kafeb6narne〕，　kφnde；kφnne　〔k6ne），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　一一
§97．アクセントのない語尾〔－ano〕は，複数隈定辞一eneと現在分詞語尾一endeの混隅を起す
原因になっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　－e面eを一eneとする語綴法は，一般的にみられる。
Exx．　　（誤〕besφge簸e；〔正〕besφendeごbesφ：’qeR∂〕，　blomstrene；blo】itstrende　gb13msdr∂ne）／，
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：fiydene；flydende〔fiy：60ne〕，　hoppeRe；hoppende〔hobane〕，　kommene；kommende〔komone〕，
1iggene；　liggende　〔legene〕，　王ysene；　lysende　〔1y：s∂ne〕，　rφrene；rφren（玉e　〔r6：reno〕，　skinnene；
sk三nnende　〔sgengne〕，　spacndene；spacRdende　〔sbeeneno〕。
　　現在分詞語尾のアクセントのない最初の母音〔e〕は，実際の発音では黙音となることがある。
このため，近似の発音の語と聴き違えるのが認められる。
．Exx．　　　　〔誤〕gnavende；〔正〕gnavne〔gna：vne〕，　muggende；mugne〔mogne〕，　vhgen（d）e；
Vagne〔Va（：）qne〕，　VO19Sne；VOkSende〔VつgSgn∂〕．
　　また複数限定辞を現在分詞語羅とする語綴法も少なくない。
Exx．　　〔誤〕ans圭gtstreekkende；〔正〕ansigtstreekkene　〔anseg（d）str　a“　gena〕，　badende；badene
〔ba：6ene〕，　forholdende；forholdene〔forhol’ene〕，　lammende；lammene〔1am’ens〕，　ordende；
．ordene〔o：’reRo〕，　skovende；skovene〔sgou’ene）．
　　　　　　　　　＿
§98．以下の形容詞を現在分詞と誤認する現象は珍しくない。
Exx．　　　〔誤〕feedrende；〔正〕faedrene〔fae（：）6rene〕，　mφdrende；mφdrene〔mφ（：）6rene〕．
§99．アクセントのない音鐘にあって語尾にくるnは，nnやndと誤綴されることは全くないと
いえる。たとえば，haven〔ha：ven〕をkavenn；havendと誤綴されることはない。　hele　verden
がhele　verdenenと誤綴されるのがよく認められる。しかし，　verdenは既に＊verd－enという
限定形であり（cf．　oldn．　vergld，ω面．　veereeid，　sv．　varld，　eng．　wor1d，　ty，　Weit），さらに限定辞
を加えると，重複の感を与え，誤りとされる。
§100．－ndを語幹末に有する動調は，－ing〔－eD〕で名詞化される。このnd£接尾辞は一ning
〔－neD）と同じように聴えるため，両者閥に混岡が起る。
　〔誤〕　　　　1）landning；　〔正〕　blanding　〔blaneD〕，　rundning；runding〔roneg〕，　speendning；sp探ン
nding　〔sbaコneD〕，　vendning；vending　〔vEreneD〕．
§101．〔ee：’r〕は，次のように書き表わされる。
　　　　　　　　　　騨
a）er：der〔dee：’r〕，　her〔hee：’r〕，　hver〔vee：’r）．
　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ww　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
b）　Eer：hacr　〔hac：’r〕，　keer　〔kεe：’r〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wa
c）eerd：veerd〔vee：’r〕．
　　　　　　　　　　　　　　　－
d）ejr：vejr〔vee：’r〕．
　　　　　　　　　　　　　　欄
　　以上の表記法の間に混同が生まれる。
Exx・　　〔誤〕vacr；〔正）vaerd∈vee：’二〕，　sva∋r；sveerd〔svee：’三〕，斑erd；neer〔nee：’三〕，　s　veerd；sveer
　〔svee：’r〕，　veerd；vejr　〔vac：’r〕，　ver；vejr，　veer；vejr．
　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
§102．〔s〕は，次のように書き表わされる。
a）　S：kySk　〔kySg〕，　nySe　〔ny：Se〕，　OS　〔OS〕，　Sεeもe　〔See：be）．
b）　ss：kysse　〔kφs9），　trosse　（tr3se〕．
c）　ds：spids　〔sbes〕，　spidse　〔sbese），　trods　〔tr3s），　trodse　こtr3se〕。　　　　　　　　　　　　　　　・
d）・・cyk・i〔・yg・1，・i－〕，　k・n・e・t〔k・n・註巴d〕・
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e）SC：rek　OnValeSCent〔rekOnValeSden’d〕，　SCene〔Se：ne〕。
f）z：benzin〔beensi：’n〕，　zebra〔se：bra〕，　z・ne〔s・：ne〕．
　　d）－f）は，借用語だけにみられる表記法である。
　　a）－c）では，相互間の綴法に対する不確かさが，誤綴法の原因になっている。
Exx．　〔二誤）　plussellg；〔正〕pludselig〔二pluseli〕，　splsse；spidse　〔sbese〕，　gladset；9正asset〔glase6〕，
grεedset；greesseヒ〔grh’　se6〕，　kladsen；klassen〔klasen〕，　beste；bedste〔二beesde〕，　sist；sldst〔sisd〕，
viste；vidste〔vesda〕，　midste；miste〔mesde〕，　nordsk；norsk〔m二§g〕，、　sφdster；sφster〔silsde£），
vidst；vist〔vesd〕．
　　d），f）では，借用語本来の綴法をsに置き換る誤綴法が目立つ。
Exx．　　　〔誤〕desember；〔正〕december〔desε色m’1）er〕，　sykel；cyke1〔sygal，　si－〕，　sebra；zebra
　〔se：bra〕，　rekonvalesent；rekoRva圭escent〔二rekonvalesden’d〕．
§103．借用語の綴法は特別な困難となっているが，以下では〔s〕に関するものの申，重要なも
のをみてゆく。
§104．－sereと一cereとの混同は広く認められる。
Exx．　　〔誤〕ann・nsere；〔正〕ann・ncere〔anogs6：’re〕，　kvalifisere；kvalif三cere〔kva｝lfis6：’re〕，
musisere；musi。ere〔musis6：’re〕，　publisere；publicere（publis6：’re〕，　rubrisere；rubricere〔rub－
ris6：’r∈）〕，　spe：ifisere；specificere　〔sbesifis6：’r∂〕，　civiliceret；　civiliseret　〔sivllis6：’re6：〕，　kriticere；
kritisere　〔kr玉dis6：’re〕，　politicere；　politisere　〔〔polidis6：’r∂〕，　preecicere；　praecisere　〔preesis6：’re〕，
eesteticere；aestetlsere　〔εesdedis6：’ro〕．
§105．－sieと一tleとは，同一の発音であるため，混岡を起している。・
Exx。　　　　⊂誤〕　aksie；〔正〕　ak巨e　〔ag∫e〕，　leksie；lektie　〔leeg∫e〕．
§106．－tiils及び一ciφsに終る形容詞は，特別の注意を要する。
Exx．　　⊂誤〕senteRsiils；⊂正〕seRtentlφs〔seentaen∫ノφ：’s，－tl’φ：’s，　t∫ノφ：’s〕（cf．　sentens⊂sacntadn’－
s〕），　tendensiφs；　tende且tiφs　〔二taindeen∫’il：’s，　乞∫！φ：’s〕　（cf．　tendens　〔teendeen’s〕），　gratiφs；　graciφs
　〔graS”il：’ss－t∫1φ：，s〕　（cf。　gratie　〔gra：，∫e，　gra：，t∫∂〕）．
§107，特殊な誤綴法としては，ndsをnsとするものがある。
Exx．　　〔誤〕braensel；〔正〕breendsel〔bran’sal〕，　stanse；standse〔sdans3〕，　dandse；danSe
〔danse〕，　frandsk；fransk⊂fran’sg〕，　krandse；kranse〔kr伽s∂〕，　ondsdag；◎nsdag〔on’sda〕，　sv－
endsk；svensk〔svee4’sg〕．　　　、
§108．以前は正字形だったもので，現行正字法では認められていないものがある。これは外来
語についてだけである。
Exx．　　〔宿正字法〕akcent；〔現行正字法〕accent〔ags£a’d，　ags69），　akcept（ere）；accept（ere）
　〔ags麓bd，　agseebt6：’re〕，　provinc三e1；provinsie1〔provensi麓玉’，　proven∫d色P〕，　recencent；　recenseRt
⊂res（e）nsden’d〕．
§109．　〔g〕は，次のように表詑される。
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a）　ng：engel〔eeg（e＞1〕，　Sang　〔SaD’〕，　Synge　〔二Sφge〕，　Unger　〔Oger），　yngre　〔φgre〕．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
b）n（十g，k）：bunga正ow⊂b◎ga｝au〕，　engagere〔agga∫6：，r∂〕，　bank〔bag，g〕，　teenk〔ta3D，g〕．
　　両形の混岡は，以下のような誤綴法の原因になっている。
Exx．　〔誤〕f三nre；〔正）fingre〔｛eDre），　forlante；forlangte〔｛or1吾9’de⊃，　lansom；langsom〔lag一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層
som（’）〕，！eentes；ieengtes〔leegdes），　manlede；manglede〔magle6e〕，　stan；stang〔sdag〕，　strent；
strengt〔sdrti　g’d〕，　bangke；banke　〔baDga），　engke；enke〔eegge），　tangker；tanker　〔tagger〕．
§110．　フランス語からの借用語中，〔－aDsa〕の音は一ance及び一enceで書かれる。原則として，
その名詞に相当する形容詞が，－ant，－entで終ればそれぞれ一ance，－enceで表わされる。
Exx．　　αの．　　　　　　　　　　　　　　　subst．
　　ekstravagant〔eegsdrαvag6R’d〕　　　　　　　ekstravagance　〔eegsdravag6gse〕
elega4t〔・1・96n’d〕　　　　　　　・1・gance〔e王egag・a）
　　suffisant〔sufis6n’d〕　　　　　　　　　　　　　　　suffisance　〔sufisaDse）
　　tolerant〔tolerdR，d〕　　　　　　　　　　　　　　　　tolerance　〔tolerdDsa〕
　　vakant〔vak6n’d〕　　　　　　　　　vakance〔vakagse〕
　　dekadent〔dekad詮n’d）　　　　　　　　　　　　　dekadence　⊂dekadapso〕
　　diξferent〔diferan’d〕　　　　　　　　　　　　　　d圭fference　〔difer6gse〕
　　kompetent〔kっmb∂t伽’d〕　　　　　　　kompetence〔kombet6pse〕
　　konkurrent〔kogkuran’d〕　　　　　　　　　　　konkurrence　⊂k）gkur巨gse）
　　髭Qrpulent　〔二k〔）rpuiden，d〕　　　　　　　　　　　　　korpulence　〔1〈つrpul6Dse）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
§111．麟〕は，次のように綴られる。
a）a：mane〔ma：ne），　matte〔mado〕．
b）　o：bog　〔ba：，q〕，　otte　〔a：de〕，　tog　⊂tk（：，）q〕。
Exx．　　〔謬ミ〕｝bhg；〔正〕bo9　〔ba：’q），　laver；Io　ver　〔la：ver），　naget；noget〔na：qe6〕，　pasten；posten
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
〔pasden〕，　ratte；rotte〔rade），　tilg；乞09〔ta（：’）q⊃，　iltte；otte⊂a：de〕，　moltid；maltid　〔ma玉ti6〕，
mone；mltc　ne〔ma：ne〕，　motte；mittte〔made〕，　smot；smat〔smh；，d〕
A「． その他の誤綴法。
§112．誤綴法の原函としては，これまで箆てきたもののほかに，次のようなことが考えられ
る。語が実際に書かれるべき形とは異った形で認識されたり，綴られたりすることがある。また
語の発膏と綴りの不一致も大きな原因になっている。たとえば，syn　for　sagnの代りにsyn　for
sagenと綴られることが普通で，これは一概に誤綴法とはいいかねるようになってきている。
　　頻度の差はあるが，次のような誤綴法がみられる。
Exx．　　⊂誤〕censorere；⊂正〕censurere〔scensur6：’re）（cf．　lat．　censere），　karakteristikst；kar－
ak£eris娠sk　〔karagterisdisg〕　（cξ．　karakter三st量k），　konstantete；konstatere　〔二k3nsdat6：，r∂〕　（cf．　lat．
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constat，　constans），　produksere；　producere　〔1）r◎dus6；’re〕　（cf．　lat．　producus，　producere），　pleb－
ejersk；plebejisk　〔plebai’isg〕　（cf．　plebejer），　at　f6reholde　6n　noget；at　forh61de　6n　noget〔ad
for難51，e　en　na：q∂6〕，　fortorvet；fortove仁〔fortou，e6）　（c∫．　torv），　at　ha3rge　om；at　he£ge　om　〔ad
　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糊
hee：qe　om〕，　hiljkoltlektur；hiljkonjunktur〔h3ikonjacgt9：≧〕（cf．　konjel｛tur），　mode．rnede　mennes－
ke；modeme　menneske　〔moda三！no　meenesge〕，　skindbarlig；skinbar茎ig　〔sgenb6：’三li〕，　uvaergelig；
uvaegerlig　〔uvde：’qerli〕，　at　veerge　sig；at　veegre　slg　｛〔ad　vee（：）qre　sa三〕，　den　b◎glaerte；deR　bog一
　　　　　　　　　　　　　　繍
Ieerde　⊂den　ba（：）qlar’d∂〕．
§113．普通我々が字を書く習慣をもつようになると，単語の形そのものを無意識に頭の中で描
いているといえよう。この語形を紙の上などに再成する場合に，機械的な誤りを犯すことがあ
る。この種の誤綴法は，主として読み書きに慣れ切っていない児童に認められるのが通常で，一
定の年齢に達したものにはあまりみられない。
　　Noesgaardは，その著書の中でfor－◎g　eftervirkningに原因する誤綴法の例をあげている。
これは，書き手がある字母を予期して正しい字母のかわりに誤った字母を書くこと（forvirkning；
ex，〔誤〕fligtig；〔正〕flittig⊂flidl〕），あるいは既に書かれた字・母を正しい字母の代りに（ある
いは繰返して）書くこと（eftervirkning：ex．こ誤〕fortorvet；〔正〕fortovet〔f3rtou’oδ〕）である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繍
この種の誤綴法には，発音・語源・酷似した綴りの語との錯覚などの要素も作罵している。以下
にいくつかの例をあげるにとどめる。
Exx．　〔誤〕bredrφvet；〔正〕bedrφvet〔bedr！φ：’ve6〕，　bretragte；betragte〔betr6gdo），　begrejstret；
begejstret〔beg6i’s（圭re6〕，　elektrikske；elektriske　〔eld色gtrisge〕，　vrandrede；vandrede　〔vandre60〕
brullup；　bry盤up　〔brφlob〕，　fagtig；fatt圭9　〔fadi〕，　f◎rfeertelig；　forfeerdelig　〔for億rdo薮），　frygtilig；
frygtelig　〔frφgdeii〕，　plugslig；pludseiig　〔pluseli〕，　prof｛）ssor；　professor　〔prof艶sor，－ser），　silpe1；
simpel〔sem’b（o）1〕，　sadan；sadan〔s3dan，　sod（e）n〕，　ungdon；ungdom〔ogd3m’〕．
§114．字母の転倒による誤綴法がある。
Exx．　　〔誤〕　avr；〔正〕　arv　〔αr，v，　a：，rv〕，　eng；egn　〔ai，R〕，　fulg；fugl　〔〔fu：，1〕，　gemmen；gennem
〔geenem〕，　ham｝en；　halmen　〔hal’men〕，　havl；　halv　〔hal’〕，　hanv；　havn　〔hau’n〕，　kosk；　koks
⊂kogs，　kつgs〕，　livest；蓋vets　〔li：’ve（d）s〕，　skrap；　skarp　〔sgGrb〕，　vrφlv；vrφvl〔vrau’1〕．
§115．既述の如く（cf。§33），　b；P，　d；t，9；kは語中音，語末音及びdeekket　forlyd（exx．　abso－
1ut〔absol6d〕，　aktuel〔agtudel’〕のb，　k）では，これらの子音群は同一に発音される。　しかし語
頭音の場合，有声，無声音の区瑚がはっきりしているため，誤綴法はこの位置ではほとんどない
が，b；p，　g；kに少数の例が認められる。
Exx．　〔誤）tilbas；〔正〕tilpas　〔〔te（1）pas），　basse；passe　〔pase〕，　buder；puder　〔pu：6ar〕，　buttede；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猟
puttede　〔pude6e〕，　bφlse；pφlse　〔pφlse〕，　blante；　plante　〔p至ande〕，　bligt；　piigt　〔plegd〕，　bieje；
pleje　〔plaie〕，　broP；prop　〔prob〕．
　　この誤綴法は，上にみるように1の前で著しい。また逆の誤綴法は比較的少ない。母音の前の
bをpとする例はみつからない。
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Exx．　　　〔言呉〕　plank；〔正〕　blank　〔b1〔1n’9〕，　pleg；bleg　〔b圭a三’：〕．　　　　　　　　　　　　　　　　　－
g；k．　　〔誤〕glump；〔正〕klump〔k圭om’b〕，　grattet；krattet〔krade6〕，
graftig；kraft圭g〔krαfdi〕，　k圭as；glas〔glas〕，　klimt；glimt〔g｝em’d〕，　kleedede；gleedede〔glee：δe6－
9〕，kanske；gansl〈e　〔gansge〕．
　この誤綴法も1の前で著しい。最後の例では，意味に対する考慮が想像される。
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